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◇２年生の準備が始まります◇ 

◆令和５年度 教科書販売 

 日時：３/１８（土）、１９（日）午前９：００～午後５：００ 

場所：有限会社水野教材社（〒962－0023須賀川市大黒町２１１ TEL0248-76-4177） 

※１）学校より配付される教科書定価表をご持参ください。 

※２）販売日時より前に購入はできません。 

なお、１年次で使用した教科書を２年次に使用する教科もありますので確認しましょう。 

 

◇入試期間中について◇ 
 ３/３（金）から前期選抜が始まります。入試日程の都合により、生徒休業日がありますので確認し

ましょう。また、入試期間中は課題が課されていますのでしっかり取り組みましょう。 

 この期間を利用して、２年生に向けて１年生の学習内容を復習するなど有効に活用しましょう。 

＊農業クラブ意見発表原稿（３/１６（木）担任へ提出） 

    

◇３・４月の主な予定◇ 
                                                              

                                 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※春休み期間中は、各科で出校実習があります。 

3/1（水） 卒業式（生徒休業日） 

3/2（木） 
第３回校内基礎学力テスト 

（１２：００完全下校 校地内立入禁止） 

3/3（金） 生徒休業日（前期選抜学力検査） 

3/6（月） 生徒休業日（特色・一般面接） 

3/7（火） 生徒休業日（入試業務） 

3/8（水） 生徒休業日（入試業務） 

3/9（木） 
追検査あり（生徒休業日） 

追検査なし（通常登校）40分×6校時 

3/10（金） 
追検査あり（生徒休業日） 

追検査なし（通常登校）40分×6校時 

3/13（月） 
短縮４０分授業×３校時（１１：４５完全下校 校地内立入禁止） 

①職業適性検査      

3/14（火） 生徒休業日（入試業務） 

3/15（水） 生徒休業日（合格発表） 

3/17（金） 教室移動（①授業 ②～④教室移動） 

3/20（月） 第３学期終業式、集中課外（～２２日） 

3/30（木） 離任式 

4/10（月） 始業式・着任式（服装・頭髪指導） 

4/11（火） 入学式（生徒休業日） 

4/12（水） 対面式 

4/13（木） 身体測定、第 1回基礎学力診断テスト（予定） 

 
令和５年３月２日 第５号 

岩農ＨＰはこちらから！ 

3/7（火）夕方に

39メール、HPで

連絡します。 
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◇１年間を振り返って◇ 
 

 

 

学年所属：堀内 功 先生（数学） 

 今年度、１年生の授業もなく、皆さんとはほとんど接点がありませんでしたね。 

１年間で岩農での生活にも慣れてきたことと思います。目標を持ち、少しずつでも前進していける２年

生になってくださいね。 

 

 

 

学年所属：大竹 直徳 先生（農業） 

 あっと言う間の１年間だったと思います。残りの２年間、目標実現、進路実現のために有意義な時間

にしましょう 

 

 

 

学年所属：渡邊 雄生 先生（農業） 

 ３年あるうちの高校生活の１年が過ぎました。３年生になった時に苦労しないように、ＯＮ・ＯＦＦ

をしっかりと使い分けて、進学・就職に向けて座学、実習、部活動、仲間との思い出作りなど残りの高

校生活も頑張っていきましょう！！ 

 

 

 

学年所属：古川 知夏 先生（保健体育） 

 皆さんと一緒に岩農に来てから、あっという間の 1 年間でした。もうすぐ皆さんは「先輩」になりま

す。元気な挨拶や正しい服装はできていますか？先輩らしい素敵な姿が見られることを期待しています。 

 

 

 

学年所属：赤崎 直樹 先生（農業） 

 １年生の皆さんとは目的入寮の際に、宇津峰寮の使い方やルールについて話をしましたね。学校生活

を楽しく過ごすために規則があり、一人一人が規則を守ることで楽しい学校生活となります。 

来年度は、2年生です。後輩のよき手本となってください。 

 

 

 

学年所属：力丸 啓一 先生（農業） 

我が心に残る言葉 

「行く川の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず、淀みに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ結び

て久しくとどまるためしなし。」これは鴨長明の随筆「方丈記」の一節である。自分の過去、現在、未

来の生き方・在り方に対比して見ては？ 


